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第
一
節
〈
入
門
編
〉

『
尼
崎
市
史
』
に
み
る

尼
崎
の
地
理
・
地
形

一
、『
尼
崎
市
史
』
が
描
く
尼
崎
平
野
形
成
史

　『
西
宮
市
史
』
か
ら
『
尼
崎
市
史
』
へ
　
昭
和
四
一
年

（
一
九
六
六
）
刊
行
の
『
尼
崎
市
史
』
第
一
巻
第
一
章
「
尼
崎
平

野
の
形
成
」
の
お
も
な
執
筆
者
は
、
地
質
学
の
専
門
家
で
あ
る

藤
田
和
夫
氏
と
、
歴
史
地
理
学
の
渡
辺
久
雄
氏
で
す
。
両
氏
は

『
西
宮
市
史
』
第
一
巻
（
一
九
五
九
）
に
お
い
て
も
、
地
理
分
野

を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。

　

地
理
・
自
然
・
環
境
分
野
を
叙
述
す
る
『
西
宮
市
史
』
第
一

巻
第
一
章
～
第
三
章
は
、
藤
田
氏
・
渡
辺
氏
を
は
じ
め
当
時
の

大
阪
市
立
大
学
に
籍
を
置
く
新
進
気
鋭
の
研
究
者
た
ち
が
大
学

を
あ
げ
て
執
筆
を
分
担
し
、
こ
の
の
ち
の
自
治
体
史
に
お
け
る

地
理
・
自
然
原
稿
の
モ
デ
ル
と
な
る
す
ぐ
れ
た
成
果
を
あ
げ
ま

し
た
。
な
か
で
も
藤
田
氏
が
担
当
し
た
地
質
学
の
分
野
は
、
高

度
経
済
成
長
初
期
に
あ
た
る
こ
の
時
期
に
各
地
で
行
な
わ
れ
て

い
た
造
成
工
事
の
現
場
を
確
認
し
、
地
上
に
露
出
す
る
地
質
構

造
を
検
証
・
分
析
し
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
時
代
の
学

門
水
準
を
リ
ー
ド
す
る
研
究
と
し
て
高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

　

市
史
第
一
巻
は
、こ
の
『
西
宮
市
史
』
に
引
き
続
い
て
執
筆
・

刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
一
節
・
第
二
節
―
地
理
的
性
格
と
地
質
構
造
―
　
市
史
第

一
巻
第
一
章
は
、
三
つ
の
節
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

第
一
節
「
尼
崎
を
め
ぐ
る
自
然
」
は
、
市
域
を
形
成
す
る
尼

崎
平
野
を
大
阪
平
野
の
西
翼
、
大
阪
盆
地
（
大
阪
平
野
と
大
阪
湾

を
一
体
的
に
と
ら
え
る
地
理
区
分
）
の
一
部
と
位
置
付
け
、
同
時

に
西
の
武
庫
川
・
六
甲
山
地
、
北
の
六
甲
山
地
北
限
線
延
長
線
、

東
の
猪
名
川
・
千
里
丘
陵
に
囲
ま
れ
る
武
庫
平
地
の
前
縁
に
あ

た
り
、
六
甲
山
地
と
海
が
近
接
す
る
武
庫
川
以
西
と
は
性
格
が

異
な
る
と
し
ま
す
。
そ
の
う
え
で
、
昭
和
三
九
年
に
国
土
地
理

院
が
実
施
し
た
測
量
調
査
結
果
を
も
と
に
都
市
開
発
が
進
む
以

前
の
原
地
形
復
元
を
試
み
（
市
史
第
一
巻
図
３
）、
市
域
は
海
抜

五
メ
ー
ト
ル
の
境
界
線
に
よ
り
伊
丹
段だ

ん
き
ゅ
う丘
と
（
１
）区
分
さ
れ
、
川

の
分
流
や
旧
河
道
が
多
い
平
野
部
と
結
論
付
け
ま
す
。

　

続
く
第
二
節
「
尼
崎
近
傍
の
地
質
構
成
」
は
、
重
力
異
常
の

検
出
（
同
前
付
図
２
）
及
び
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
結
果
の
解
析
（
図

８
～
13
地
質
柱ち
ゅ
う
じ
ょ
う状
図ず

、
図
14
パ
ネ
ル
ダ
イ
ア
グ
ラ
ム
）
を
も
と
に
、

基
盤
構
造
、
そ
の
上
部
の
地
層
構
造
、
断
層
の
位
置
な
ど
を
分

析
し
ま
す
。
伊
丹
断
層
の
南
、
大
阪
盆
地
最
北
部
に
あ
た
る
市

域
の
地
下
は
、
表
層
か
ら
順
に
沖
積
粘
土
層
、
伊
丹
礫れ

き

層
、
伊

丹
粘
土
層
が
層
を
な
し
て
傾
斜
し
て
い
ま
す
。
そ
の
構
造
・
地

質
構
成
の
分
析
か
ら
、
海か

い
し
ん進
・
海か
い
た
い退
及（２
）び
地
殻
変
動
に
よ
る
地

層
形
成
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
考
察
し
て
い
ま
す
。

　
第
三
節
―
尼
崎
平
野
形
成
史
の
試
み
―
　
第
二
節
の
考
察
を

も
と
に
尼
崎
平
野
形
成
史
の
叙
述
を
試
み
た
の
が
、第
三
節「
尼

崎
周
縁
地
域
の
地
形
発
達
史
」
で
す
。
筆
者
藤
田
氏
は
節
の
冒

頭
に
お
い
て
、「
ま
だ
ま
だ
資
料
不
足
」
で
あ
り
「
か
な
り
大

胆
な
推
論
」「
誤
り
は
将
来
の
改
訂
を
ま
つ
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

事
実
、
こ
の
第
三
節
が
描
く
尼
崎
平
野
形
成
史
は
、
そ
の
後

の
田
中
眞
吾
氏
ら
の
研
究
に
よ
り
、
大
幅
に
修
正
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
の
点
は
後
述
す
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
第

三
節
の
内
容
を
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
尼
崎
平
野
を
考
察
す
る
う
え
で
、
大
阪
盆
地
最
深
部

の
基
盤
岩
類
及
び
、
そ
の
上
部
の
被
覆
層
の
う
ち
第
三
紀（３
）中
新

世
に
形
成
さ
れ
る
神
戸
層
群
に
つ
い
て
の
言
及
は
不
要
で
あ
る

と
し
て
、
第
三
紀
鮮
新
世
末
（
約
百
万
年
前
）
か
ら
最
新
世
（
洪

積
世
）
に
か
け
て
形
成
さ
れ
る
大
阪
層
群
か
ら
上
の
地
層
を
叙

述
の
対
象
と
位
置
付
け
ま
す
。
そ
の
う
え
で
、
六
甲
山
か
ら
尼

崎
平
野
に
か
け
て
の
模
式
地
質
断
面
図
（
図
19
）
を
示
し
、
そ

の
形
成
史
を
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
き
ま
す
。

航
空
写
真
や
地
図
か
ら
、
土
地
形
成
の
歴
史
を
読
み
取
る
こ
と

が
で
き
る
。
右
の
写
真
は
『
尼
崎
市
史
』
第
一
巻
口
絵
に
「
市

内
東
北
部
園
田
地
区
に
み
ら
れ
る
条
里
遺
構
の
空
中
写
真
」
と

題
し
て
掲
載
さ
れ
た
、
昭
和
三
六
年
撮
影
の
航
空
写
真
。
園
田

地
区
椎し
ど
う堂
・
田た

の能
か
ら
豊
中
・
伊
丹
市
域
に
か
け
て
の
猪
名
川

流
域
が
写
っ
て
い
る
。

弥
生
時
代
・
古
墳
時
代
・
奈
良
時
代
と
い
う
四
区
分
の
海
岸
線

推
定
図
（
図
22
・
23
）
に
よ
り
示
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
こ
の
第

三
節
の
記
述
を
受
け
継
ぐ
形
で
、
第
三
章
「
古
代
の
尼
崎
」
の

第
三
節
一
「
尼
崎
地
方
の
地
形
の
変
遷
」
が
古
代
後
期
か
ら
中

世
に
か
け
て
の
土
地
形
成
史
を
記
述
し
て
い
ま
す
。

　
市
史
第
一
巻
第
一
章
の
評
価
　
こ
の
よ
う
に
市
史
第
一
巻
第

一
章
は
、
こ
の
時
代
の
地
理
学
の
水
準
に
立
ち
、
当
時
得
ら
れ

る
知
見
の
範
囲
で
大
胆
な
推
論
を
行
な
い
、
尼
崎
平
野
形
成
史

を
は
じ
め
て
科
学
的
に
叙
述
し
た
画
期
的
な
著
作
で
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
そ
の
一
方
で
、
利
用
可
能
な
ボ
ー
リ
ン
グ
調

査
の
本
数
・
深
度
と
も
限
ら
れ
て
い
た
の
に
加
え
て
、
地
層
面

を
単
純
に
三
段
に
わ
け
る
当
時
の
理
論
の
範
囲
内
に
と
ど
ま
っ

て
お
り
、
地
下
構
造
を
詳
細
に
分
析
し
て
そ
の
形
成
メ
カ
ニ
ズ

ム
に
迫
る
、
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
ま
た
表
層
地
形
に
つ
い
て
は
、
複
合
的
な
情
報
を
も

と
に
堆
積
・
形
成
過
程
を
分
析
す
る
と
い
う
視
点
そ
の
も
の
が

地
質
学
の
分
野
で
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
推
測
を
も
と
に
し
た

概
略
的
な
記
述
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

二
、『
尼
崎
市
史
』
以
降
の
研
究

　

市
史
第
一
巻
後
の
地
理
研
究
の
進
展
に
つ
い
て
、
昭
和
四
六

年
に
創
刊
し
、
現
在
ま
で
地
域
研
究
史
料
館
が
刊
行
を
続
け
て

い
る
『
地
域
史
研
究
』
掲
載
論
考
を
中
心
に
み
て
い
き
ま
す
。

　

本
項
末
尾
に
、『
地
域
史
研
究
』
掲
載
の
地
理
及
び
地
名
研

究
論
文
等
一
覧
を
掲
載
し
ま
し
た
。
地
理
の
分
野
は
、
地
下
の

地
質
構
造
に
関
す
る
研
究
と
、
表
層
部
分
の
地
理
を
扱
う
歴
史

地
理
分
野
の
研
究
に
わ
か
れ
ま
す
。

　
地
下
の
地
質
構
造
に
関
す
る
研
究
　
前
者
の
う
ち
、
と
く
に

市
史
第
一
巻
の
叙
述
を
大
き
く
修
正
す
る
の
が
、
田
中
眞
吾
氏

　

尼
崎
平
野
が
位
置
す
る
大
阪
盆
地
の
地
下
の
大
部
分
は
大
阪

層
群
が
占
め
て
お
り
、
そ
の
上
部
に
洪
積
層
と
沖
積
層
が
層
を

な
し
、
全
体
が
盆
地
中
央
部
に
向
か
っ
て
ゆ
る
や
か
に
傾
斜
し

て
い
ま
す
。
傾
斜
の
原
因
は
大
阪
盆
地
沈
降
と
六
甲
山
の
隆
起

で
、
こ
れ
に
よ
り
六
甲
山
の
花
崗
岩
体
と
尼
崎
平
野
の
間
に
平

行
す
る
い
く
つ
も
の
大
規
模
な
衝し

ょ
う
じ
ょ
う上
断
層（４
）が
生
じ
、
断
層
間

に
位
置
す
る
高
位
段
丘
・
中
位
段
丘
（
山
麓
扇
状
地
等
）・
低
位

段
丘
（
伊
丹
段
丘
）
が
武
庫
平
地
を
構
成
し
ま
す
。

　

次
に
、
洪
積
層
・
沖
積
層
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
で
す
。
ま

ず
約
三
万
年
前
の
海
進
期
に
尼
崎
平
野
は
海
底
と
な
り
、
伊
丹

粘
土
層
が
堆
積
し
ま
す
。
続
い
て
約
二
万
年
前
、
ビ
ュ
ル
ム
氷

期
最
盛
期
の
海
退
に
よ
り
大
阪
湾
が
完
全
に
陸
地
化
し
、
伊
丹

礫
層
が
堆
積
す
る
と
と
も
に
古
猪
名
川
・
古
武
庫
川
が
川
底
を

浸
食
し
、
平
行
し
て
六
甲
山
地
の
上
昇
と
大
阪
湾
の
沈
降
が
続

く
た
め
礫
層
は
南
へ
と
傾
斜
し
ま
す
。
や
が
て
ビ
ュ
ル
ム
氷
期

が
終
わ
り
、
や
や
温
暖
な
後
氷
期
に
入
る
と
、
一
般
に
縄
文
海

進
と
呼
ば
れ
る
海
進
が
始
ま
り
海
水
面
が
上
昇
し
ま
す
。
洪
積

世
最
末
期
の
上
昇
停
滞
期
（
約
一
万
年
前
）、
尼
崎
平
野
最
上
層

を
な
す
沖
積
層
の
下
部
が
形
成
さ
れ
、
そ
の
後
は
急
激
な
海
面

上
昇
（
筆
者
の
藤
田
氏
は
こ
れ
を
尼
崎
海
進
と
命
名
）
に
よ
り
、
約

五
千
年
前
ま
で
表
層
に
泥
質
の
沖
積
層
が
堆
積
し
ま
す
。

　

こ
の
海
進
の
の
ち
に
海
水
面
の
低
下
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、

こ
れ
に
と
も
な
い
土
砂
流
量
が
多
い
武
庫
川
が
河
口
部
に
突
出

す
る
三
角
州
を
形
成
し
、
こ
の
三
角
州
の
土
砂
が
大
阪
湾
の
西

風
波
浪
と
時
計
回
り
の
沿
岸
流
に
よ
っ
て
東
に
吹
き
流
さ
れ
砂さ

州す

列
を
作
り
、
現
尼
崎
平
野
の
土
地
を
形
成
し
て
い
き
ま
す
。

　

周
囲
に
対
し
て
や
や
高
く
、
水
害
の
懸
念
が
相
対
的
に
少
な

い
砂
州
列
上
は
集
落
適
地
と
な
り
、
歴
史
時
代
に
入
る
と
市
域

東
部
で
は
砂
州
列
間
の
低
湿
地
に
猪い

な
の
し
ょ
う

名
荘
を
は
じ
め
と
す
る
荘

園
開
発
が
進
め
ら
れ
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
様
子
が
、縄
文
時
代
・
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ら
に
よ
る
第
二
四
巻
第
二
号
・
第
三
〇

巻
第
三
号
掲
載
論
文
で
す
。
利
用
し
た

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
は
豊
中
・
伊
丹
・
尼

崎
市
域（
一
部
は
大
阪
市
域
）に
わ
た
り
、

市
史
第
一
巻
当
時
と
比
べ
て
調
査
数
が

多
く
深
度
も
深
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
調
査
デ
ー
タ
を
利
用
し
た
結

果
、
市
史
第
一
巻
が
大
阪
盆
地
中
心
に

向
か
っ
て
な
だ
ら
か
に
傾
斜
し
て
い
る

と
し
た
市
域
地
下
に
、
田
中
氏
ら
は
多

段
の
段
丘
面
を
見
出
し
ま
し
た
。

　
い
な
み
の
大
地
の
研
究
か
ら
　
伊
丹

台
地
周
辺
の
研
究
に
先
立
っ
て
、『
加

古
川
市
史
』
（
５
）
執
筆
の
た
め｢

い
な
み

の
台
地（
６
）

｣

を
調
査
し
た
田
中
氏
ら
は
、

こ
こ
で
も
連
続
す
る
多
数
の
段
丘
を
確

認
し
、
さ
ら
に
気
候
変
動
と
大
地
の
隆

起
現
象
か
ら
そ
の
形
成
を
説
明
す
る
理

論
的
検
討
を
行
な
い
ま
し
た
。
田
中
氏

は
そ
の
後
『
小
野
市
史
』『
御み

つ津
町
史
』

『
姫
路
市
史
』『
三
田
市
史
』『
揖
保
川

町
史
』
と
い
っ
た
自
治
体
史
の
地
理
を

担
当
し
、
こ
れ
ら
の
成
果
を
ふ
ま
え
て

著
書
『
兵
庫
の
地
理
』
（
７
）に
お
い
て
、
兵

庫
県
南
部
の
段
丘
形
成
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

解
説
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
同
書
に

沿
っ
て
、
そ
の
理
論
を
要
約
紹
介
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

　

前
提
と
な
る
の
が
、
地
球
上
の
気
候

は
約
二
・
一
万
年
周
期
で
温
暖
化
（
海

進
）
と
寒
冷
化
（
海
退
）
を
繰
り
返
す
と
い
う
ミ
ラ
ン
コ
ビ
ッ

チ
天
文
学
説（８
）と
、
播
州
地
方
の
大
地
の
約
百
万
年
間
に
わ
た
る

傾
動
隆
起
現
象
で
す
。
東
が
隆
起
し
西
が
沈
降
す
る
傾
動
現
象

の
速
度
を
、田
中
氏
は
千
年
間
に
西
明
石
で
二
五
セ
ン
チ
隆
起
、

加
古
川
市
日
岡
で
一
二
・
五
セ
ン
チ
隆
起
、
御
津
町
・
揖
保
川

町
で
七
・
二
セ
ン
チ
沈
降
と
計
算
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
結
果
、
次
の
よ
う
な
現
象
が
生
じ
ま
す
。

　

ま
ず
海
進
時
に
は
、
波
が
軟
ら
か
く
侵し

ん
し
ょ
く蝕さ
れ
や
す
い
大
阪

層
群
を
削
り
、
海
沿
い
に
海
食
崖が

い

と
い
う
崖
を
形
成
し
な
が
ら

内
陸
側
へ
移
り
、
波
の
下
は
平
ら
に
削
ら
れ
て
波
食
台
と
呼
ば

れ
る
地
形
と
、
そ
れ
に
続
く
低
地
に
な
り
ま
す
。
そ
の
後
、
海

退
が
起
こ
り
海
岸
線
が
海
側
へ
と
遠
の
き
、
約
二
・
一
万
年
後

ふ
た
た
び
海
進
が
起
こ
り
ま
す
が
、
隆
起
す
る
場
所
で
は
以
前

の
海
食
崖
と
波
食
台
は
す
で
に
波
が
到
達
し
な
い
高
さ
と
な
っ

て
お
り
、
そ
の
手
前
に
新
た
に
海
食
崖
と
波
食
台
、
そ
れ
に
続

く
低
地
が
形
成
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
が
数
万
年
か
ら
数
十
万
年
に

わ
た
っ
て
繰
り
返
さ
れ
た
結
果
、
多
段
の
段
丘
地
形
が
形
成
さ

れ
る
と
い
う
の
が
、
田
中
氏
ら
が
提
唱
す
る
研
究
結
果
で
す
。

　
伊
丹
台
地
南
縁
か
ら
尼
崎
低
地
へ
の
適
用
　
田
中
氏
ら
は
、

『
地
域
史
研
究
』
第
三
〇
巻
第
三
号
掲
載
論
文
に
お
い
て
、
伊

丹
台
地
南
半
か
ら
尼
崎
低
地
の
地
表
に
四
段
、
地
下
に
七
段
以

上
の
段
丘
の
存
在
を
指
摘
し
ま
す
。
こ
の
段
丘
地
形
は
、
地
殻

変
動
に
よ
る
地
層
全
体
の
ゆ
る
や
か
な
傾
斜
と
い
う
市
史
第
一

巻
が
描
い
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
は
説
明
で
き
ず
、
田
中
氏
ら
は
東

播
磨
と
同
じ
く
一
定
周
期
で
生
じ
る
気
候
変
動
と
一
貫
し
た

大
地
の
隆
起
に
よ
り
説
明
で
き
る
と
結
論
付
け
ま
す
。
ま
た
地

層
と
海
水
面
変
化
曲
線
を
対
照
し
た
結
果
、
伊
丹
粘
土
層
は
市

史
第
一
巻
が
想
定
し
た
約
三
万
年
前
で
は
な
く
一
三
万
年
前
を

ピ
ー
ク
と
す
る
大
海
進
に
よ
り
堆
積
し
、
そ
の
後
の
二
・
一
万

年
周
期
の
海
進
・
海
退
に
よ
り
伊
丹
礫
層
が
堆
積
し
て
七
段

以
上
の
段
丘
地
形
が
形
成
さ
れ
、
隆
起
速
度
は
千
年
間
に
約

二
八
・
六
セ
ン
チ
と
計
算
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
市
史
第
一
巻
が
大
阪
盆
地
の
地
形
形
成
要
因
と
し
て

重
視
す
る
六
甲
山
の
急
激
な
隆
起
現
象
に
つ
い
て
も
、
田
中
氏

は
前
述
の
『
兵
庫
の
地
理
』
に
お
い
て
「
六
甲
山
地
」
と
い
う

項
目
を
立
て
、
理
由
を
あ
げ
て
疑
問
を
呈
し
て
い
ま
す
。

　
歴
史
地
理
分
野
の
研
究
　
表
層
の
地
形
を
対
象
に
、
主
と
し

て
歴
史
時
代
以
降
を
考
察
す
る
歴
史
地
理
の
分
野
で
も
、
い
く

つ
も
の
注
目
に
値
す
る
研
究
成
果
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

古
代
条
里
制
を
め
ぐ
っ
て
は
、
落
合
重
信
氏
に
よ
る
兵
庫
県

下
の
研
究
を
概
観
し
た
批
判
論
文（９
）の
の
ち
、
八
木
哲あ
き
ひ
ろ浩
氏
が
天

平
勝
宝
八
年
（
七
五
六
）「
摂せ
っ
つ津
職し
き

河か
わ
の
べ
ぐ
ん

辺
郡
猪い
な
し
ょ

名
所
地ち

ず図
」（
尼

崎
市
教
育
委
員
会
所
蔵
）
な
ど
古
代
・
中
世
文
書
を
活
用
し
た
研

究
）
11
（

を
公
表
し
、
現
市
域
東
部
に
あ
た
る
川
辺
南
条
の
条
里
が
市

史
第
一
巻
の
解
釈
よ
り
一
条
南
に
ず
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

ま
し
た
。

　

同
じ
「
猪
名
所
地
図
」
を
考
察
対
象
と
す
る
の
が
、
第
三
一

巻
第
一
号
と
第
三
号
に
掲
載
さ
れ
た
浅
岡
俊
夫
論
文
で
す
。
こ

と
に
第
一
号
掲
載
論
文
は
、
考
古
学
の
成
果
や
近
代
以
降
の
地

形
と
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
絵
図
が
描
く
荘
域
を
現
在
の
地

図
上
に
復
元
す
る
と
い
う
画
期
的
な
試
み
に
成
功
し
て
い
ま
す
。

　

同
じ
く
考
古
学
の
立
場
か
ら
歴
史
地
理
を
論
じ
た
の
が
、
第

一
一
一
号
掲
載
の
黒

田
慶
一
論
文
で
す
。

上
町
台
地
の
原
形
で

あ
る
長な

が
え柄
砂
州
が
淀

川
河
口
部
ま
で
北
に

伸
び
て
い
た
と
す
る

従
来
説
を
批
判
し
、

大
阪
平
野
形
成
に
お

け
る
淀
川
デ
ル
タ
の

優
位
性
を
指
摘
し
て

い
ま
す
。
同
号
掲
載

の
藤
本
誉た

か
ひ
ろ博
論
文
も

ま
た
、
文
献
史
学
に

依
拠
し
な
が
ら
考
古

学
の
成
果
を
大
胆
に

取
り
入
れ
、
中
世
尼

崎
町
の
形
成
過
程
と

寺
社
な
ど
の
空
間
配

置
を
時
代
別
に
描
き

出
し
て
お
り
、
尼
崎
地
域
を
対
象
と
す
る
歴
史
地
理
研
究
の
ひ

と
つ
の
到
達
点
を
示
し
た
も
の
と
い
え
ま
す
（
本
章
第
三
節
〈
実

践
編
〉
１
「
中
世
都
市
尼
崎
の
景
観
復
元
」
参
照
）。

　

街
道
研
究
の
分
野
の
成
果
と
し
て
は
、
第
一
二
巻
第
二
号
掲

載
の
木
村
万ま

き

こ
亀
子
論
文
と
、
第
一
五
巻
第
二
号
掲
載
の
渡
辺
久

雄
論
文
）
11
（

が
あ
り
ま
す
。と
く
に
木
村
論
文
は
、近
世
の
街
道
ル
ー

ト
を
街
区
レ
ベ
ル
で
現
代
の
地
図
上
に
復
元
し
た
も
の
で
、
こ

れ
以
降
の
歴
史
街
道
調
査
や
探
索
の
取
り
組
み
に
お
い
て
つ
ね

に
参
照
さ
れ
る
基
本
文
献
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
こ
の
分
野

で
は
、
平
成
二
〇
年
（
二
〇
〇
八
）
八
月
に
『
阪
神
間
の
街
道
』

第
一
号
を
発
行
し
た
「
阪
神
間
の
街
道
を
歩
く
会
」
が
、
そ
の

後
も
年
一
～
二
号
の
ペ
ー
ス
で
同
誌
の
刊
行
を
続
け
て
い
ま

す
。
各
号
に
お
い
て
中
国
街
道
・
西
国
街
道
・
津つ

と門
の
中
道
と

い
っ
た
街
道
を
取
り
あ
げ
、地
図
や
史
料
を
駆
使
し
て
考
察
し
、

と
き
に
は
従
来
の
ル
ー
ト
比
定
説
に
対
す
る
批
判
を
提
起
す
る

な
ど
、
注
目
す
べ
き
成
果
を
生
み
出
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

近
代
の
分
野
で
は
、
第
二
四
巻
第
一
号
掲
載
の
辻
川
敦
・
吉

田
か
お
る
論
文
、
第
三
〇
巻
第
二
号
掲
載
の
松
井
美
枝
論
文
、

第
三
九
巻
第
二
号
掲
載
の
香
山
明
子
論
文
が
、い
ず
れ
も
地
図
・

絵
図
研
究
と
聞
き
取
り
調
査
・
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
重
ね
合

わ
せ
る
こ
と
で
、
住
宅
地
化
や
人
々
の
生
活
史
、
景
観
と
い
っ

た
都
市
尼
崎
の
諸
相
を
描
き
出
し
て
い
ま
す
。

　
『
地
域
史
研
究
』
以
外
で
は
、
元
市
立
尼
崎
高
等
学
校
教
員

で
尼
崎
郷
土
史
研
究
会
代
表
も
務
め
た
西
本
珠
夫
氏
の
環
濠
集

落
研
究
）
12
（

が
、
昭
和
三
〇
年
代
以
来
の
調
査
成
果
を
も
と
に
し
て

お
り
、
都
市
化
が
進
む
以
前
の
集
落
景
観
の
記
録
と
し
て
貴
重

で
す
。
ま
た
、
井
上
眞
理
子
氏
が
富と

ま
つ松
・
出
屋
敷
・
道ど

い意
町
・

初
島
な
ど
市
内
各
所
で
の
聞
き
取
り
調
査
を
も
と
に
描
い
た

数
々
の
原
風
景
マ
ッ
プ
）
13
（

は
、
人
々
の
記
憶
に
残
る
風
景
の
記
録

化
と
い
う
意
味
で
注
目
す
べ
き
成
果
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
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三
、「
新
尼
崎
市
史
」

　
地
理
分
野
に
お
け
る
新
た
な
研
究
成
果
　
平
成
八
年
に
刊
行

し
た
『
尼
崎
地
域
史
事
典
』
は
、
地
質
・
地
理
分
野
三
六
項
目

を
掲
載
し
ま
し
た
（
地
名
項
目
を
除
く
）。
記
述
は
お
お
む
ね
市

史
第
一
巻
に
沿
っ
て
お
り
、
新
た
な
知
見
を
盛
り
込
ん
だ
と
い

え
る
内
容
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

最
新
の
成
果
を
反
映
し
た
の
が
、
平
成
一
九
年
刊
行
の
『
図

説
尼
崎
の
歴
史
』
で
す
。
文
書
・
絵
画
・
建
造
物
等
歴
史
研
究

で
用
い
ら
れ
る
資
料
の
多
く
は
、
そ
の
時
代
の
地
表
で
繰
り
広

げ
ら
れ
た
人
々
の
営
み
を
語
る
も
の
で
す
。
考
古
学
は
、
現
地

表
の
地
下
に
眠
る
歴
史
を
明
ら
か
に
し
ま
す
が
、
そ
れ
も
各
時

代
の
地
表
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
歴
史
は
、
地
下
構
造
も
合
わ

せ
た
地
形
に
規
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
『
図
説
』
で
は
、
序
説
と
し
て
「
尼
崎
の
歴
史
の

舞
台
」を
設
け
、市
史
第
一
巻
以
降
の
成
果
を
叙
述
し
ま
し
た
。

　

特
に
市
史
第
一
巻
以
降
、
田
中
眞
吾
氏
ら
に
よ
っ
て
大
き
く

修
正
さ
れ
た
地
下
構
造
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
１
「
縄
文
海
進

前
の
尼
崎
の
地
下
」
に
お
い
て
、
約
六
千
年
前
に
進
行
し
た
縄

文
海
進
以
前
に
形
成
さ
れ
た
段
丘
地
形
の
形
成
過
程
が
叙
述
さ

れ
て
い
ま
す
。
市
史
第
一
巻
以
降
の
成
果
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま

と
め
ら
れ
、
叙
述
の
中
心
は
現
尼
崎
市
域
で
す
が
、
伊
丹
台
地

の
形
成
過
程
に
ふ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
伊
丹
市
域
と
の
違
い

も
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
市
域
の
地
形
の
基
礎
知
識
を

得
る
う
え
で
、
必
読
文
献
と
い
え
ま
す
。

　

２「
尼
崎
市
域
の
微
地
形
」で
は
、市
域
の
地
形
区
分
は（
１
）

伊
丹
台
地
南
縁
部
、（
２
―
１
）武
庫
川
の
沖
積
平
野
、（
２
―
２
）

猪
名
川
の
沖
積
平
野
、（
３
）中
央
部
分
南
部
の
海
岸
平
野
、（
４
）

武
庫
川
・
猪
名
川
の
下
流
部
の
三
角
州
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
に
つ
い
て
叙
述
し

て
い
ま
す
。

　

海
岸
線
は
気
候
変
化
に
よ
り
、
上
昇
・
下
降
を
繰
り
返
し
ま

す
。
高
海
水
面
と
な
る
温
暖
期
に
は
内
陸
側
、
市
域
で
は
北
側

に
上
昇
し
、
海
面
が
低
下
す
る
寒
冷
期
に
は
後
退
、
市
域
で
は

南
側
に
下
降
し
ま
す
。
こ
の
海
岸
線
に
上
昇
・
下
降
の
過
程
で

形
成
さ
れ
る
砂
州
の
特
徴
も
叙
述
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
大
阪
市
役
所
が
撮
影
を

計
画
し
、
委
託
を
受
け
た
民
間
会
社
が
昭
和
一
七
年
に
撮
影
し

た
現
尼
崎
市
域
の
航
空
写
真
が
残
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。
縮
尺

八
千
分
の
一
と
大
ス
ケ
ー
ル
で
、
立
体
視
す
る
こ
と
で
地
表

の
〇
・
五
メ
ー
ト
ル
程
度
の
凹
凸
も
読
み
取
る
こ
と
が
可
能
で

『図説尼崎の歴史』序説２「尼崎市域の微地形」掲載図版

す
。
地
形
を
細
か
く
判
読
す
る
こ
と
で
、
戦
後
の
大
規
模
開
発

前
の
自
然
地
形
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

市
史
第
一
巻
で
は
、
こ
う
い
っ
た
航
空
写
真
を
活
用
し
た
微

地
形
復
元
を
行
な
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
た
め
地
下
構
造
と
同
じ

く
、
表
層
地
形
に
つ
い
て
も
「
お
そ
ら
く
」「
ら
し
い
」「
よ
う

で
あ
る
」
と
い
っ
た
慎
重
な
言
い
回
し
を
用
い
た
、
推
論
に
よ

る
叙
述
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
『
図
説
』
で

は
、
航
空
写
真
か
ら
砂
州
・
水
系
・
氾
濫
原
・
自
然
堤
防
等
の

微
地
形
を
判
読
し
、
最
新
の
成
果
が
叙
述
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
沖
積
平
野
形
成
過
程
の
特
徴
　『
図
説
』
は
、
土
砂
が
堆
積

し
て
で
き
る
沖
積
平
野
の
形
成
過
程
を
述
べ
、
沖
積
平
野
上
の

河
道
間
、
河
道
沿
い
に
形
成
さ
れ
た
砂
州
・
砂さ

た
い堆
・
自
然
堤
防

の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。そ
れ
は
次
の
よ
う
な
点
で
す
。

（
１
）
伊
丹
台
地
南
縁
部
は
、
約
一
二
～
一
三
万
年
前
以
降
、

地
下
段
丘
の
下
端
部
分
で
、
約
二
万
年
前
に
形
成
さ
れ
た
も
の

で
す
。
伊
丹
台
地
は
、
北ほ

く
せ
つ摂
山
地
の
南
麓
か
ら
南
へ
舌
状
に
延

び
、
東
に
高
く
西
に
低
く
傾
く
形
で
隆
起
し
て
い
る
こ
と
が
特

徴
で
す
。
こ
れ
を
傾
動
隆
起
と
い
い
ま
す
。

　

傾
動
隆
起
に
よ
っ
て
東
側
は
台
地
の
最
高
所
と
な
り
、
河
川

も
水
勢
を
失
っ
て
い
っ
た
こ
と
か
ら
灌
漑
用
水
を
得
が
た
い
地

域
と
な
り
ま
し
た
が
、
西
側
は
武
庫
川
の
沖
積
平
野
と
重
な
る

た
め
、
武
庫
川
か
ら
取
水
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

伊
丹
台
地
の
傾
動
隆
起
に
よ
っ
て
武
庫
川
は
、
流
路
を
南
東

か
ら
次
第
に
南
方
向
へ
と
変
え
、
流
路
沿
い
で
は
段
丘
化
が
進

み
ま
し
た
。
猪
名
川
は
隆
起
し
た
台
地
を
浸
食
し
、
や
は
り
段

丘
地
形
を
形
成
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
両
河
川
の
土
砂

が
堆
積
し
た
沖
積
平
野
や
氾
濫
原
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

（
２
―
１
）武
庫
川
の
沖
積
平
野
に
は
、河
道
が
網
目
状
に
走
り
、

氾
濫
原
上
に
は
砂
州
・
砂
堆
、
流
路
沿
い
に
自
然
堤
防
が
形
成

　
　
　
微
地
形
図
の
作
製
方
法

　
戦
時
中
の
航
空
写
真
　『
図
説
尼
崎
の
歴
史
』
序
説
２
「
尼

崎
市
域
の
微
地
形
」
に
掲
載
さ
れ
た
微
地
形
図
は
、
大
阪
市
役

所
が
撮
影
を
計
画
し
、
委
託
を
受
け
た
民
間
会
社
が
昭
和
一
七

年
に
撮
影
し
た
航
空
写
真
の
解
析
結
果
に
も
と
づ
い
て
作
製
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
航
空
写
真
は
、
当
時
の
大
阪
市
が
防
空
計

画
や
重
要
企
画
立
案
審
議
の
資
料
と
す
る
た
め
、
大
阪
市
域
全

域
に
近
郊
地
域
を
加
え
て
撮
影
し
た
も
の
で
す
。

　

昭
和
一
七
年
当
時
は
、
国
土
防
衛
上
の
見
地
か
ら
航
空
写
真

の
撮
影
が
原
則
と
し
て
禁
じ
ら
れ
て
い
た
た
め
、
現
在
の
よ
う

に
民
間
の
会
社
が
自
由
に
撮
影
し
た
航
空
写
真
は
存
在
し
ま
せ

ん
。
こ
の
た
め
、
こ
の
大
阪
市
所
蔵
の
写
真
群
は
き
わ
め
て
貴

重
な
写
真
史
料
で
あ
り
、
昭
和
三
年
に
同
じ
く
大
阪
市
域
と
近

郊
を
撮
影
し
た
写
真
群
と
と
も
に
、
平
成
一
二
年
度
に
大
阪
市

指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

撮
影
さ
れ
た
写
真
ネ
ガ
は
一
八
×
二
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

八
千
分
の
一
の
縮
尺
で
、
大
阪
近
郊
の
う
ち
阪
神
地
域
で
は
、

現
尼
崎
市
域
か
ら
西
は
現
西
宮
市
域
の
平
野
部
、
北
は
現
伊
丹

市
域
か
ら
川
西
市
域
・
宝
塚
市
域
の
平
野
部
ま
で
を
カ
バ
ー
し

て
い
ま
す
。
写
真
は
隣
の
コ
マ
と
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
重
複（
オ
ー

バ
ー
ラ
ッ
プ
）
す
る
よ
う
に
撮
影
さ
れ
て
お
り
、
市
域
に
か
か

る
写
真
は
一
三
六
コ
マ
に
及
び
ま
す
。
こ
の
写
真
か
ら
微
地
形

を
読
み
取
っ
て
図
を
作
製
し
た
田
中
眞
吾
氏
は
、
市
域
を
写
し

た
写
真
画
像
上
に
は
大
規
模
な
地
形
改
変
が
ほ
ぼ
見
ら
れ
ず
、

開
発
前
の
自
然
地
形
を
あ
る
程
度
示
す
も
の
と
考
え
て
よ
い
、

と
評
価
し
て
い
ま
す
。

　
微
地
形
を
読
み
取
る
　
微
地
形
図
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、

互
い
に
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
し
て
連
続
撮
影
さ
れ
た
一
対
（
二
枚

一
組
）
の
航
空
写
真
を
実
体
視
し
て
、
地
形
の
凹おう
と
つ凸を
読
み
取

り
ま
す
。
実
体
視
（
ま
た
は
立
体
視
）
と
は
、
地
図
作
成
用
に

撮
影
さ
れ
た
航
空
写
真
の
う
ち
、
同
一
コ
ー
ス
内
の
隣
り
合
う

画
像
を
並
べ
、
互
い
に
重
複
す
る
部
分
を
使
っ
て
立
体
的
な
画

像
を
見
る
こ
と
で
す
。

　

左
に
掲
載
し
た
図
の
よ
う
に
、
両
目
で
そ
れ
ぞ
れ
の
側
の
画

像
を
見
る
練
習
を
す
る
と
、
立
体
的
な
画
像
が
見
え
て
き
ま

す
。
田
中
氏
に
よ
れ
ば
、
八
千
分
の
一
の
写
真
に
よ
り
、
地
表

の
〇
・
五
メ
ー
ト
ル
程
度
の
凹
凸
を
読
み
と
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
こ
う
い
っ
た
正
確
な
読
み
と
り
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、
あ
る
程
度
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

が
必
要
で
す
。

　
実
体
視
用
の
機
器
と
練
習
方
法
　
た
だ
、
そ
こ
ま
で
読
み
取

れ
な
く
と
も
、
地
表
面
か
ら
数
メ
ー
ト
ル
高
い
集
落
の
家
屋
の

屋
根
や
、
木
立
の
立
体
感
は
見
え
て
き
ま
す
。
ま
た
、
実
体
視

を
行
な
う
た
め
の
光
学
機
械
と
し
て
ス
テ
レ
オ
ス
コ
ー
プ
（
実

体
鏡
・
立
体
鏡
）
が
市
販
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
利
用
す
れ
ば

実
体
視
は
さ
ら
に
容
易
に
な
り
ま
す
。

　

一
般
財
団
法
人
日
本
地
図
セ
ン
タ
ー
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の

な
か
の
「
地
図
博
士
の
部
屋
」
ペ
ー
ジ
に
は
、
実
体
視
の
解
説

に
加
え
て
、
練
習
ペ
ー
ジ
や
サ
ン
プ
ル
写
真
の
紹
介
が
あ
り
ま

す
。
実
体
視
に
挑
戦
し
た
い
方
は
、
こ
う
い
っ
た
サ
イ
ト
を
利

用
し
て
練
習
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。実体視の練習

日本地図センター公式ウェブ
サイト中、「地図博士の部屋」
より
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さ
れ
ま
し
た
。
大
き
な
出
水
の
度
に
河
道
は
変
わ
り
、
砂
州
・

砂
堆
の
な
か
に
は
、
の
ち
の
河
川
に
よ
り
自
然
堤
防
が
分
断
さ

れ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

（
２
―
２
）
猪
名
川
の
沖
積
平
野
で
は
、
猪
名
川
・
藻も

が
わ川
の
自

然
堤
防
上
や
、
網
状
の
流
路
の
間
に
で
き
た
砂
州
・
砂
堆
に
、

近
世
の
集
落
が
立
地
し
て
い
ま
す
。

（
３
）
中
央
部
分
南
部
の
海
岸
平
野
に
は
、
現
在
の
海
岸
線
に

ほ
ぼ
並
行
し
た
状
態
で
砂
州
列
が
確
認
で
き
ま
す
。
こ
の
砂
州

列
に
も
集
落
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
『
図
説
』
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
微
地
形
は
、
集
落
・
用
水
路

の
立
地
、
洪
水
の
原
因
を
考
え
る
う
え
で
、
大
き
な
示
唆
を
与

え
て
く
れ
ま
す
。
考
古
学
・
文
献
史
学
・
地
理
学
の
協
業
の
必

要
性
を
教
え
て
く
れ
る
成
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
域
最
南
部
の
海
岸
側
に
は
、
近
世
期
、
積
極
的
に
新
田
が

開
発
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
ど
の
よ
う
に
干か

ん
た
く拓
し
、
潮
気
が

混
じ
る
土
地
を
耕
地
と
し
た
の
か
、
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ

ん
。
残
念
な
が
ら
『
図
説
』
で
も
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
ま
た
明
治
後
期
以
降
、
こ
れ
ら
の
地
域
は
工
場

群
に
生
ま
れ
変
わ
り
、
早
い
時
期
に
原
地
形
は
失
わ
れ
ま
し

た
。（
４
）
武
庫
川
・
猪
名
川
の
下
流
部
の
三
角
州
の
叙
述
が

で
き
な
か
っ
た
の
も
、そ
の
た
め
で
す
。
そ
こ
で
、コ
ラ
ム
「
前

近
代
の
干
拓
技
術
」
で
は
、
他
地
域
の
研
究
成
果
を
叙
述
し
、

今
後
の
市
域
海
岸
部
の
研
究
の
進
展
を
期
待
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
大
阪
湾
岸
の
海
岸
部
新
田
の
成
立
を
考
え
る
う
え
で
も
、
重

要
な
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
形
を
読
み
解
く
こ
と
は
、
歴
史
研
究
に
と
っ
て
重
要
な
課

題
で
す
。
そ
の
進
展
に
、
文
献
史
学
も
十
分
に
貢
献
で
き
る
で

し
ょ
う
。
市
域
を
往
還
し
た
人
々
の
日
記
類
の
記
述
や
行
程
、

街
道
の
配
置
、
新
旧
尼
崎
城
・
寺
社
の
立
地
・
建
設
過
程
や
水

害
記
録
な
ど
に
、
わ
ず
か
で
は
あ
り
ま
す
が
手
が
か
り
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
丹
念
に
読
み
、
資
史
料
を
蓄
積
す
る

こ
と
が
、
当
面
は
必
要
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

四
、
地
名
研
究

　『
尼
崎
市
史
』『
地
域
史
研
究
』　『
尼
崎
市
史
』
は
、
第
一
巻

「
は
じ
め
に
」に
お
い
て「
尼
崎
」と
い
う
地
名
に
ふ
れ
る
ほ
か
、

歴
史
叙
述
の
な
か
で
地
名
由
来
や
伝
承
に
言
及
す
る
ケ
ー
ス
は

あ
る
も
の
の
、
地
名
研
究
そ
の
も
の
を
論
じ
た
巻
は
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
、
昭
和
四
九
年
発
行
の
『
尼
崎
市
史
』
第
一
〇
巻
は

第
五
章
「
尼
崎
の
小こ

あ
ざ字
名
」
を
設
け
、
市
域
大お
お
あ
ざ字
と
）
14
（

明
治
初

年
以
降
の
小
字
を）

11
（

記
録
し
、
さ
ら
に
付
図
「
尼
崎
市
小
字
図
」

を
添
付
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
世
史
料
に
よ
り
明
治
初
年
に

統
合
さ
れ
る
以
前
の
字あ

ざ

が
判
明
す
る
大
字
に
つ
い
て
は
、
第
五

章
に
近
世
の
字
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、『
地
域
史
研
究
』
第
一
巻
第
一
号
で
渡
辺
久
雄
氏

が
地
名
「
尼
崎
」
の
由
来
を
詳
述
し
た
の
ち
、
兵
庫
県
の
地
名

研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
落
合
重
信
氏
が
「
地
名
か
ら
み
た
尼

崎
地
域
」）11
（

を
第
一
巻
第
三
号
・
第
二
巻
第
三
号
・
第
七
巻
第
二

号
に
連
載
し
た
こ
と
で
、
尼
崎
地
域
の
地
名
研
究
は
本
格
的
に

そ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、
第
九
巻
第
三
号
に

は
地
域
研
究
史
料
館
編
集
・
作
成
に
よ
る
「
尼
崎
市
域
地
名
の

史
料
上
の
初
見
」
を
掲
載
し
、
市
史
第
一
〇
巻
と
合
わ
せ
て
地

名
研
究
の
基
礎
デ
ー
タ
整
理
・
公
開
に
努
め
ま
し
た
。

　『
尼
崎
の
地
名
』『
尼
崎
地
域
史
事
典
』　
こ
う
い
っ
た
基
礎

デ
ー
タ
公
開
の
決
定
版
と
し
て
、
地
域
研
究
史
料
館
が
昭
和

六
〇
年
に
刊
行
し
た
の
が『
尼
崎
の
地
名
』で
す
。
第
一
章「
地

名
の
変
遷
」
に
地
名
の
前
提
と
な
る
土
地
支
配
制
度
の
歴
史
を

概
説
し
、
第
二
章
「
尼
崎
の
地
名
」
で
は
市
域
の
大
字
・
小
字

を
概
観
し
た
う
え
で
、
近
代
の
小
字
一
、六
二
二
を
地
形
地
名
・

農
耕
地
名
・
歴
史
的
地
名
・
植
物
地
名
な
ど
計
一
四
種
類
に
分

類
し
、
分
布
を
細
か
く
図
示
し
て
そ
の
立
地
を
分
析
し
て
い
ま

す
。
渡
辺
久
雄
氏
の
執
筆
に
な
る
第
一
章
・
第
二
章
は
、
尼
崎

地
域
の
地
名
研
究
の
み
な
ら
ず
、
地
名
研
究
一
般
の
入
門
・
概

説
書
と
し
て
も
非
常
に
有
意
義
な
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

第
三
章
は
市
域
全
大
字
を
概
説
し
、
資
料
篇
に
は
大
字
・
小

字
一
覧
及
び
大
字
別
の
小
字
図
、
町
名
改
正
・
住
居
表
示
等
の

経
過
一
覧
を
掲
載
、
巻
末
に
は
地
名
索
引
を
付
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
平
成
八
年
発
行
の
『
尼
崎
地
域
史
事
典
』
は
、
古
代
・

海
浜
地
名
一
八
、
尼
崎
城
下
の
町
名
な
ど
城
下
地
名
一
三
、
市

域
の
全
大
字
八
二
（
新
田
・
枝
村
を
含
む
）
か
ら
な
る
計
一
一
三

の
地
名
項
目
の
立
項
し
て
い
ま
す
。
可
能
な
限
り
、
各
地
名
の

史
料
上
の
初
見
及
び
推
測
さ
れ
る
地
名
由
来
を
解
説
し
、
城
下

各
町
及
び
大
字
に
つ
い
て
は
、
領
知
関
係
・
石こ

く
だ
か高
・
家
数
人
数
・

寺
社
・
所
在
す
る
遺
跡
・
近
代
以
降
の
行
政
区
域
変
遷
と
い
っ

た
基
礎
的
デ
ー
タ
を
統
一
的
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
同
書
は
、
尼
崎
町
・
市
や
合
併
村
な
ど
の
近
代
行
政

単
位
、
遺
跡
や
荘
園
、
河
川
・
道
路
・
橋
梁
と
い
っ
た
広
義
の

地
名
も
立
項
し
て
お
り
、
市
域
の
多
様
な
地
名
を
網
羅
的
に
調

べ
る
こ
と
が
で
き
る
文
献
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
民
間
発
行
の
地
名
辞
典
類
　
尼
崎
市
が
『
尼
崎
の
地
名
』
と

『
尼
崎
地
域
史
事
典
』を
刊
行
し
た
時
期
、民
間
出
版
社
二
社
が
、

全
国
を
網
羅
し
た
県
単
位
の
地
名
辞
典
を
刊
行
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ひ
と
つ
、
角
川
書
店
発
行
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』

の
28「
兵
庫
県
」は
、昭
和
六
三
年
に
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。〈
総
説
〉

〈
地
名
編
〉〈
地
誌
編
〉〈
資
料
篇
〉
の
四
部
門
か
ら
構
成
さ
れ
、

〈
地
名
編
〉
に
は
国
・
郡
・
郷
や
荘
園
等
の
古
代
・
中
世
地
名
、

近
世
の
町
村
、
近
現
代
の
県
・
郡
・
市
町
村
・
大
字
・
町
名
、
山
・

川
・
海
等
の
自
然
地
名
、
街
道
・
道
路
・
橋
・
港
・
公
園
・
寺

社
・
史
跡
と
い
っ
た
人
文
地
名
を
収
録
し
て
い
ま
す
。
ま
た〈
地

誌
編
〉
に
は
、
自
治
体
の
現
況
と
沿
革
、
大
字
・
町
名
等
の
行

政
地
名
の
概
況
を
記
録
し
て
い
ま
す
。

　

平
凡
社
発
行
『
日
本
歴
史
地
名
大
系
』
の
第
二
九
巻
「
兵
庫

県
の
地
名
」
Ⅰ
・
Ⅱ
は
平
成
一
一
年
に
刊
行
さ
れ
、
市
域
地
名

は
Ⅰ
に
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。同
書
も
ま
た
古
代
の
国
・
郡
・
郷
、

中
世
の
荘
園
、
近
世
の
町
村
、
近
代
の
行
政
区
域
、
自
然
地
名

や
遺
跡
、
交
通
・
産
業
、
文
化
と
い
っ
た
多
様
な
分
野
の
地
名

を
収
録
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
を
詳
述
し
て
い
ま
す
。

　

二
種
類
の
地
名
辞
典
は
、
い
ず
れ
も
市
域
の
歴
史
的
地
名
を

調
べ
る
こ
と
の
で
き
る
基
本
文
献
と
い
え
ま
す
。
加
え
て
兵
庫

県
地
名
研
究
会
編
『
兵
庫
県
小
字
名
集
』
Ⅰ
～
Ⅴ
が
、
平
成
三

～
八
年
に
神
文
書
院
か
ら
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
市
域
を
含
む
摂

津
編
の
み
未
刊
で
し
た
が
、
書
名
を
『
神
戸
・
阪
神
間
小
字
名

集
』
と
変
え
、
神
戸
史
学
会
創
立
五
〇
周
年
記
念
刊
行
物
と
し

て
刊
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
そ
の
後
の
地
名
研
究
　
最
後
に
、
こ
う
い
っ
た
各
基
本
文
献

を
活
用
し
た
、
お
も
な
地
名
研
究
の
成
果
を
紹
介
し
ま
す
。

　
『
地
域
史
研
究
』
誌
上
で
は
、『
尼
崎
の
地
名
』
刊
行
前
後
、

尼
崎
歴
史
研
究
会
が
第
一
一
巻
第
二
号
・
第
一
三
巻
第
一
号
・

第
一
七
巻
第
三
号
に
「
友と

も
ゆ
き行
村
の
小
字
名
」
に
始
ま
る
一
連
の

論
考
を
発
表
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
荘
園
絵
図
や
村む

ら
か
た方
文
書
と

い
っ
た
文
献
史
料
調
査
と
現
地
調
査
を
重
ね
合
わ
せ
た
実
証
的

な
内
容
で
す
。
ま
た
、
第
二
二
巻
第
二
号
に
は
、
地
域
研
究
史

料
館
に
よ
る
地
名
研
究
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
掲
載
し
ま
し
た
。

　

他
誌
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
と
し
て
は
、
白
石
健
二
氏
が
『
歴

史
と
神
戸
』
に
連
載
し
た
「
尼
崎
の
さ
り
げ
な
い
地
名
」）11
（

が
、

駅
名
と
住
居
表
示
の
相
関
関
係
、
交
差
点
・
橋
・
踏
切
名
称
の

分
析
と
い
っ
た
、
従
来
の
研
究
が
取
り
あ
げ
て
こ
な
か
っ
た
近

現
代
地
名
を
考
察
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
論
考
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
名
に
関
連
す
る
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
研
究
も
生
ま
れ
て
い
ま

す
。
尼
崎
出
身
・
在
住
の
人
気
漫
画
家
・
尼あ

ま
こ子
騒そ
う
べ
え

兵
衛
氏
作
の

『
落
第
忍
者
乱
太
郎
』
及
び
ア
ニ
メ
化
作
品
『
忍
た
ま
乱
太
郎
』

に
お
い
て
、
登
場
人
物
名
と
地
名
に
尼
崎
の
地
名
が
多
く
使
わ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
フ
ァ
ン
に
よ
る
現
地
訪
問
（
い
わ
ゆ
る

「
聖
地
巡
礼
」）
が
平
成
二
〇
年
頃
か
ら
目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
現
象
に
着
目
し
た
西
田
隆
政
氏
の
レ
ポ
ー
ト
が
、

甲
南
女
子
大
学
の
紀
要
等
に
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。）18
（

〔
注
〕

（
１
）
段
丘
と
は
海
・
川
沿
い
の
階
段
状
地
形
を
指
す
。
過
去
の

水
面
が
形
成
し
た
平
面
が
隆
起
し
た
台
地
状
の
土
地
で
、
市
史

第
一
巻
当
時
は
地
殻
変
動
が
形
成
主
因
と
さ
れ
て
い
た
。
現
在

は
、
本
項
「
二
、『
尼
崎
市
史
』
以
降
の
研
究
」
に
紹
介
す
る

気
候
変
動
を
主
要
因
と
す
る
学
説
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）
海
水
面
上
昇
や
陸
地
沈
降
に
よ
る
海
岸
線
の
陸
側
へ
の
移

動
を
「
海
進
」、
反
対
の
現
象
を
「
海
退
」
と
呼
ぶ
。
気
候
温

暖
化
に
よ
る
海
水
熱
膨
張
と
大
陸
上
氷
床
融
解
に
よ
り
海
水
面

が
上
昇
し
海
進
と
な
り
、
寒
冷
化
す
る
と
海
退
と
な
る
。
地
球

規
模
の
周
期
的
気
候
変
動
に
よ
り
、
数
万
年
な
い
し
十
万
年
単

位
の
長
期
サ
イ
ク
ル
で
温
暖
化
（
海
進
）
と
寒
冷
化
（
海
退
）

が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

（
３
）
市
史
第
一
巻
の
第
三
紀
に
関
す
る
記
述
は
同
書
編
集
当
時

の
知
見
に
も
と
づ
い
て
お
り
、
現
在
の
学
説
と
は
合
わ
な
い
部

分
が
あ
る
。
同
書
は
大
阪
層
群
の
形
成
開
始
を
第
三
紀
鮮
新
世

末
＝
約
百
万
年
前
と
す
る
が
、
現
在
は
鮮
新
世
末
（
第
四
紀
と

の
境
界
）
は
約
一
八
〇
万
年
前
ま
た
は
二
六
〇
万
年
前
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
後
掲
注
（
７
）
書
に
お
い
て
田
中
眞
吾
氏

は
、
大
阪
層
群
の
堆
積
時
期
を
鮮
新
世
末
で
は
な
く
初
期
（
三

百
万
年
前
）
か
ら
第
四
紀
更
新
世
（
市
史
第
一
巻
が
い
う
最
新

世
、
三
〇
万
年
前
）
に
か
け
て
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
な
お
現

在
の
地
質
学
に
お
い
て
は
、
第
三
紀
と
い
う
用
語
そ
の
も
の
が

非
公
式
用
語
と
さ
れ
て
い
る
。

（
４
）
断
層
面
の
上
側
岩
盤
が
、
下
側
に
対
し
て
四
五
度
以
下
の

ゆ
る
や
か
な
角
度
で
ず
り
上
が
る
逆
断
層
を
い
う
。

（
５
）『
加
古
川
市
史
』第
一
巻
第
一
章（
一
九
八
九
）、第
四
巻
一（
一

九
九
六
）

（
６
）
神
戸
市
西
部
か
ら
稲
美
町
・
三
木
市
・
加
古
川
市
な
ど
に

広
が
る
台
地
。
周
辺
河
川
よ
り
数
十
メ
ー
ト
ル
高
く
、
古
来
た

め
池
が
多
く
造
ら
れ
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。

（
７
）
田
中
眞
吾
著
『
兵
庫
の
地
理　

地
形
で
よ
む
大
地
の
歴
史
』

（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
七
）

（
８
）
セ
ル
ビ
ア
の
天
文
学
者
ミ
ル
テ
ィ
ン
・
ミ
ラ
ン
コ
ビ
ッ
チ

提
唱
の
気
候
変
動
学
説
。
地
球
軌
道
の
周
期
的
変
化
に
よ
り
日

射
量
が
変
化
し
、
一
〇
万
年
及
び
二
・
一
万
年
周
期
の
気
候
変

動
が
生
じ
、
温
暖
化
と
寒
冷
化
を
繰
り
返
す
と
す
る
。

（
９
）
落
合
重
信
「
兵
庫
県
下
の
条
里
制
遺
構
に
つ
い
て
―
そ
の

古
代
史
究
明
の
た
め
に
―
」（『
兵
庫
県
の
歴
史
』
第
四
号
、
兵

庫
県
、
一
九
七
〇
・
一
一
）

（
10
）八
木
哲
浩「
近
世
村
絵
図
か
ら
み
た
摂
津
川
辺
郡
条
里
」（『
市

史
研
究
紀
要
た
か
ら
づ
か
』
創
刊
号
、
宝
塚
市
教
育
委
員
会
、

一
九
八
四
・
二
）

（
11
）
本
論
文
は
、
渡
辺
久
雄
氏
が
尼
崎
を
対
象
と
す
る
自
身
の

歴
史
地
理
論
文
を
集
成
し
た
『
尼
崎
の
歴
史
地
理
選
集
』（
個

人
出
版
、
一
九
八
六
）
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
12
）西
本
珠
夫「
尼
崎
の
環
濠
集
落
―
そ
の
痕
跡
を
た
ず
ね
て
―
」

（『
大
阪
春
秋
』
第
五
八
号
、
大
阪
春
秋
社
、
一
九
八
九
・
一
〇
）、

同
「
尼
崎
の
環
濠
集
落
」（『
み
ち
し
る
べ
』
第
三
六
号
、
尼
崎

郷
土
史
研
究
会
、
二
〇
〇
八
・
三
）

（
13
）
尼
い
も
ク
ラ
ブ
企
画
・
編
集
『
尼
い
も
の
本
』
第
一
巻
絶

滅
編
（
尼
崎
ひ
と
・
ま
ち
・
赤
と
ん
ぼ
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
二
）

掲
載
・
井
上
眞
理
子
画
・
尼
崎
臨
海
部
原
風
景
マ
ッ
プ
（
四

枚
）、井
上
眞
理
子
「
中
世
の
富
松
城
跡
と
原
風
景
マ
ッ
プ
」「
玄
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第
Ⅲ
部
第
一
章
「
尼
崎
の
地
理
・
地
形
」 

番
堀
と
闇
市
の
ド
ブ
川
―
新
三
和
商
店
街
の
原
風
景
―
」（
聞

き
描
き
あ
り
し
日
の
ま
ち
と
暮
ら
し
６
・
７
、『
歴
史
と
神
戸
』

第
二
三
六
号
・
第
二
三
七
号
、
神
戸
史
学
会
、
二
〇
〇
三
・
二
、

二
〇
〇
三
・
四
）、
同
『
わ
た
し
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
尼
崎
』（
改

訂
版
、
個
人
出
版
、
二
〇
〇
八
）
掲
載
「
昭
和
31
年
代
を
歩
く

出
屋
敷
Ｍ
Ａ
Ｐ
」
等

（
14
）
近
世
の
基
本
支
配
単
位
で
あ
る
自
然
集
落
の
村
を
指
す
。

近
代
町
村
制
以
降
は
行
政
村
と
区
別
し
て
大
字
と
称
し
た
。

（
15
）
近
世
以
前
に
お
い
て
は
土
地
一
筆
ご
と
の
名
称
が
「
字あ

ざ

」

で
あ
っ
た
。
明
治
初
年
の
地
租
改
正
の
際
、
複
数
の
字
を
統
合

し
て
新
た
な
字
を
編
成
し
、
さ
ら
に
近
代
町
村
制
以
降
は
大
字

と
区
別
し
て
小
字
と
称
し
た
。

（
16
）
の
ち
に
落
合
重
信
『
地
名
研
究
の
す
す
め
』（
国
書
刊
行
会
、

一
九
八
二
）
に
収
録

（
17
）
白
石
健
二
「
尼
崎
の
さ
り
げ
な
い
地
名
」（
一
）
～
（
三
）（
神

戸
史
学
会
『
歴
史
と
神
戸
』
第
二
一
四
号
・
第
二
一
六
号
・
第

二
二
三
号
、
一
九
九
九
・
六
、
一
九
九
九
・
一
〇
、
二
〇
〇
〇
・

一
二
）

（
18
）
西
田
隆
政
「『
落
第
忍
者
乱
太
郎
』
に
お
け
る
尼
崎
の
地
名

に
よ
る
命
名
―
尼
崎
の
「
聖
地
」
化
―
の
要
因
に
つ
い
て
」（『
甲

南
女
子
大
学
研
究
紀
要
』
第
四
九
号
文
学
・
文
化
編
、
二
〇
一

三
・
三
）、同
「『
落
第
忍
者
乱
太
郎
』
の
「
聖
地
」
尼
崎
を
め
ぐ
っ

て
」「
再
び
『
落
第
忍
者
乱
太
郎
』
の
「
聖
地
」
尼
崎
を
め
ぐ
っ

て
―
尼
崎
市
と
フ
ァ
ン
の
関
係
性
と
は
―
」（
女
子
学
研
究
会

編
『
女
子
学
研
究
』

Vol.
３
・
４
、二
〇
一
三
・
三
、二
〇
一
四
・
三
）

〔
執
筆
者
〕
岩い
わ
き城　

卓た
く
じ二

（
三
、「
新
尼
崎
市
史
」）
／
地
域
研

究
史
料
館（
担
当　

辻つ
じ
か
わ川
敦あ
つ
し

、三
及
び「
微
地
形
図
の
作
製
方
法
」

以
外
の
す
べ
て
／
中な
か
む
ら村
光み
つ
お夫
「
微
地
形
図
の
作
製
方
法
」）

尼
崎
市
立
地
域
研
究
史
料
館
紀
要
『
地
域
史
研
究
』

掲
載
尼
崎
関
係
歴
史
地
理
論
文
・
史
料
等
一
覧

地
下
の
地
層
構
造
に
関
す
る
研
究

失
わ
れ
た
尼
崎
の
森
の
歴
史
―
最
終
間
氷
期
以
降
の
大
阪
湾
北

岸
の
植
生
史
―　

前
田
保
夫　

第
二
一
巻
第
二
号

猪
名
川
下
流
部
低
地
の
地
形
と
地
下
構
造

　

田
中
眞
吾
・
白
井
哲
之　

第
二
四
巻
第
二
号

伊
丹
台
地
南
縁
の
地
表
・
地
下
の
段
丘
地
形

　

田
中
眞
吾
・
井
上
茂
・
辻
村
紀
子　

第
三
〇
巻
第
三
号

歴
史
地
理

条
里
遺
構
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て　

渡
辺
久
雄　

第
二
巻
第
三
号

長
洲
か
ら
尼
崎
ま
で
―
土
地
進
展
の
歴
史
地
理
―

　

渡
辺
久
雄　

第
四
巻
第
二
号

尼
崎
付
近
に
お
け
る
盛
土
と
堤
防
―
低
地
開
発
の
歴
史
地
理
―

　

渡
辺
久
雄　

第
六
巻
第
一
号

神
社
立
地
の
歴
史
地
理
学
的
検
討
の
試
み
―
尼
崎
市
域
の
神
社

予
備
調
査
を
実
施
し
て
―　

渡
辺
久
雄　

第
八
巻
第
三
号

中
国
街
道
の
踏
査　

木
村
万
亀
子　

第
一
二
巻
第
二
号

中
世
の
尼
崎
付
近
の
交
通
路
―
神
崎
よ
り
尼
崎
へ
の
発
展
―

　

渡
辺
久
雄　

第
一
五
巻
第
二
号

地
理
・
地
形
を
調
べ
る
（
シ
リ
ー
ズ
地
域
の
歴
史
を
調
べ
る
２
）　

　

地
域
研
究
史
料
館　

第
二
二
巻
第
三
号

武
庫
地
区
の
農
業
と
住
宅
地
化
―
地
理
・
地
形
の
影
響
― 

　

辻
川
敦
・
吉
田
か
お
る　

第
二
四
巻
第
一
号

回
想
の
中
の
水
辺
空
間
―
尼
崎
市
南
東
部
に
お
け
る
川
と
人
と

の
関
わ
り
―　

松
井
美
枝　

第
三
〇
巻
第
二
号

東
大
寺
領
猪
名
庄
の
位
置
と
ミ
ヤ
ケ
開
発

　

浅
岡
俊
夫　

第
三
一
巻
第
一
号

猪
名
庄
荘
図
か
ら
み
た
古
代
地
図
の
表
現
―
図
的
表
現
に
関
す

る
覚
書
―　

浅
岡
俊
夫　

第
三
一
巻
第
三
号

大
尼
崎
が
描
か
れ
た
鳥
瞰
図　

香
山
明
子　

第
三
九
巻
第
二
号

中
世
都
市
尼
崎
の
空
間
構
造　

藤
本
誉
博　

第
一
一
一
号

難
波
「
八
十
嶋
」
と
神
崎
川
・
猪
名
川
下
流
域　

　

黒
田
慶
一　

第
一
一
一
号

地
名
研
究

「
尼
崎
」
と
い
う
地
名
の
起
源　

渡
辺
久
雄　

第
一
巻
第
一
号

地
名
か
ら
み
た
尼
崎
地
域　

同
（
続
）　

同
（
続
々
）　

落
合
重

信　

第
一
巻
第
三
号
・
第
二
巻
第
三
号
・
第
七
巻
第
二
号

尼
崎
市
域
地
名
の
史
料
上
の
初
見

　

地
域
研
究
史
料
館　

第
九
巻
第
三
号

友
行
村
の
小
字
名　

尼
崎
歴
史
研
究
会　

第
一
一
巻
第
二
号

椎
堂
村
の
小
字
名　

尼
崎
歴
史
研
究
会　

第
一
三
巻
第
一
号

東
大
寺
領
猪
名
庄
絵
図
の
地
名
に
つ
い
て
―
絵
図
の
現
地
比
定

を
試
み
て
―　

尼
崎
歴
史
研
究
会　

第
一
七
巻
第
三
号

地
名
を
調
べ
る
（
シ
リ
ー
ズ
地
域
の
歴
史
を
調
べ
る
１
）

　

地
域
研
究
史
料
館　

第
二
二
巻
第
二
号
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